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研究成果の概要（和文）：近年、子どもたちがいじめに対し効果的な対処法を身につける重要性が議論されてい
る。しかし、子どもたちのコーピングに影響を及ぼす諸要因（例：いじめ発生に対する因果関係の信念や感情プ
ロセス）が見過ごされている。例えば、自分に悪いところがあるからいじめられるのは仕方ないと思っている生
徒は、非効果的に対処し、それ故、被害が続いていく可能性がある。さらに、様々なタイプのいじめが発生する
社会的文脈において生じる感情やコーピングは同じではない。したがって、本研究課題では異なる発生状況にお
ける、因果関係の信念、感情プロセス、コーピングの差異を詳細に検討し、６ヶ国間で比較を行い6本の学術研
究論文を発表した。

研究成果の概要（英文）：Researchers have emphasized the importance of providing adolescents with 
successful coping strategies to reduce their involvement in bullying behaviors. However, various 
factors (e.g., attribution, belief) that influence their coping strategies are often overlooked. 
Moreover, bullying can happen in different social contexts and adolescents' emotions to each context
 will vary. Therefore, the study investigated the differences in adolescents’ attributions, 
emotional processes, and coping strategies for face-to-face victimization versus cyber 
victimization. This is also cross-cultural study and the results were compared between six 
countries. In total, six research papers are published at international journals. 

研究分野：教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ネットいじめは従来の対面式のいじめとは異なる「新しいタイプのいじめ」として研究がされてきたが、実際は
２つのタイプのいじめは延長線上にあると指摘されている。実施に、本課題の一連の研究でも明らかになったよ
うに「ネット上か対面式か」というよりも、いじめが起こった際の可視性（多くの人が目撃できる状態で起きた
のか否か）が、被害者の感情やコーピングプロセス、帰属意識に影響を与えることが明らかになった。これらの
ことから今後の予防対策においては、傍観者の役割を学校現場で伝えていく重要性が示されたと言える。
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 青年期の初期（11-14 才）は従来型の対面式いじめ•ネットいじめともに、発生件数が多い時
期であり（文部科学省,2012）、過去多くの研究が行われてきた。2013 年 6 月に成立した「い
じめ対策推進基本法」により、各学校はいじめ防止への取り組みが求められている中で、近年、
子どもたちがいじめに負けないよう、効果的な対処法（＝コーピングストラテジー）を身につ
ける重要性が議論されている。 
	
 しかし、子どもたちのコーピングに影響を及ぼす他の要因（例：いじめ発生に対する因果関
係の信念や生起する感情プロセス）が見過ごされている。例えば、自分に悪いところがあるか
らいじめられるのは仕方ないと思っている被害者は、非効果的に現状を対処し、それ故、被害
が続いていくというネガティブサイクルに陥ってしまうのではないか。また、いじめられたこ
とに対して生起する感情が怒りか悲しみかによっても対処法は異なってくるだろう。さらに、
様々なタイプのいじめが発生する社会的文脈、例えばいじめが大人数の前で起きたのか、それ
とも加害者が分からない状態で隠れて起きたのか、といった異なる状況において生じる感情や
コーピングは同じではない（Wright & Li, 2013）。 
	
 したがって、異なる発生状況における、因果関係の信念、感情プロセス、コーピングの差異
を詳細に検討するとともに結果を多国間で比較するために研究に着手した。 
 

 
 

 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は以下の 3 点であった。 
①	
 いじめ発生の因果関係に対する考えと生起する感情プロセスが、どのように被害者のいじ

めコーピングに影響を与えるか調査する。 
②	
 いじめが発生する異なる社会コンテクストにおける、いじめに対する深刻度の認識と上記

の感情プロセスとの関連を明らかにする。 
③	
 上記のようなプロセスが文化的背景の違いによってどのように異なるか理解する。そのた

め、文化背景や教育システムが大きく異なるアジア•ヨーロッパ•アメリカ（日本、中国、
インド、アメリカ、チェコ、キプロス）の 6 カ国からの青年を対象に調査し国際比較する。 

 
３．研究の方法 
	
 
	
 各国の公立の中学生を対象に質問紙調査を行った。計 3,432 名（うち日本	
 =	
 460 名,中国	
 =	
 
673 名,	
 キプロス	
 =	
 470 名,	
 チェコ=	
 537 名,	
 インド	
 =	
 480 名,	
 アメリカ=	
 812 名）.	
 
	
 質問項目は各国共通で、日本語版は英語•日本語ともに堪能な 2 名でバックトランスレーショ
ンの手順を踏まえた。	
 
	
 
まず従来型の対面式いじめ•ネットいじめの被害•加害経験の頻度についての質問をした。次に
他人の目の前で起きた対面式いじめ•ネットいじめ、それぞれの状況が記された短いシナリオ文
章を読み、各状況に対して、①いじめの原因は何か（例：いじめられる方が悪いのか、いじめ
る方が悪いのか）、②どのように感じるか（怒り、悲しみ等）、③自分ならどうするか（友達に
相談する、気ににしないようにする、何もしない等）の 3 点について質問した。	
 
	
 
その他、いじめが起きた場合のコーピング行動、帰属意識、いじめに対する深刻度の認識、個
人主義 vs 集団主義の意識などについても質問した。	
 
	
 
分析は Mplus	
 7.4.を使用して主にマルチレベルでの分析を行った。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
	
 いじめの被害にあった際の帰属原因としていじめが発生したコンテクストによって異なるこ
とが明らかになった。具体的には、いじめがパブリックな形で多くの聴衆の目の前で起きた場
合に、被害者はより自己非難、加害者非難を選択する傾向が全体でみられた。しかし、国ごと
の交互作用も見られ、帰属原因意識には文化差の影響も大きいことが示唆された	
 (Fig.1)。	
 



	
 
	
 
	
 

	
 

	
 
	
 
	
 
	
 	
 またいじめに対する深刻度の認識が高さと、生起するネガティブな感情（いかり、悲しみ、
恥ずかしさ）との関連が明らかになった。しかし、この傾向はインドには当てはまらず、いじ
めやネットいじめに対する意識は一般的に先進国の方が高いという指摘(Ortega	
 et	
 al.,	
 2012)
を支持するものとなった。日本、中国、インドのアジア３カ国における比較でも、インドはい
じめの加害・被害、そして加害・被害の両立場にいる生徒ともに日本よりも多く、友人関係に
おいて問題があることも明らかになった。	
 
	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 
	
 
Figure 2.	
 Graphical representation of the three-way interaction among severity, medium (face-to face, 
cyber) and publicity(public, private): Model-implied means while controlling for gender, individualism, 
and collectivism. 
	
 
	
 さらに、いじめに対するネガティブな感情（いかり、悲しみ、恥ずかしさ）は、それが起きた
際の可視性と関連がみられた。すなわち、いじめが起きたのが対面式かネット上であるかとい
うよりも、その被害が多くの聴衆の目にも明らかになったか否かがほとんどの国の生徒たちに
とって重要な要素であることが示された。しかし、それぞれの国でユニークなパターンが見ら
れ、予防介入の取り組みにおいては文化・社会的な背景を十分考慮したものである必要がある
ことが改めて示された(Fig.2)。	
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